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１．はじめに 
 現在日本は世界で最も少子，高齢化が進行している．

この影響で高齢者の医療費の増加，年金増加など財政問

題が浮かび上がり，対策に取り組んでいる．一方近年に

おける所得水準の向上や週休２日制の普及などによる余

暇時間の増大，国民のライフスタイルの急激な変化に伴

って，生涯スポーツに対するニーズが高まってきた．特

にウォーキングは，老若男女を問わず手軽にできる屋外

の生涯スポーツとして多くの人に好まれている．このよ

うな社会的背景から，国民が健康をどの程度意識し，ま

た健康の維持と増進をどのようにして行うことができる

のか本研究では，千葉県内の東葛飾地区・千葉地区・君

津地区の屋外運動施設においてアンケート調査を実施し，

ウォーキングの実施状況について検討した． 
２．アンケート調査 
 ウォーキングの実施状況を調査するために，本研究で

は千葉県内の東葛飾地区・千葉地区・君津地区の屋外運

動施設においてアンケート調査を実施した．調査を実施

した場所と回答者数は，表-1 に示すとおりである．アン

ケート調査手法は，比較的容易に行える聞き取り・記入

による方式を採用した．アンケートの主要な項目は，ウ

ォーキング実施者のデータ，ウォーキングの屋外運動施

設に関するデータの把握を目的に作成した． 
 

３．調査結果および考察 
3－1．ウォーキング実施者のデータ 
 ウォーキングを実施している人（以下，ウォーカーと

呼ぶ）の年齢層，性別を図-1に示す．ウォーカーの年齢

層は50代から60代の人が多く，全体の約70％を占めて

いる．ウォーキングの目的を図-2に示す．この設問は複

数回答ではあるが，大部分の人が健康維持のためにウォ

ーキングを実施しているという結果になった．ウォーキ

ングを実施している時間について，ウォーキングは半数

の人が毎日行い，４割の人が週に何回か行っている．２

年以上続けている人が７割を占めている．ウォーキング

を実施する時間帯は朝と夕方が多く，60分前後の時間を

かけているウォーカーが多い． 

図-1　ウォーキング実施者の年齢層，性別
（軸は人数を示す）
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図-2　ウォーキングの目的（複数回答）
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表-1 調査を実施した場所と回答者数 
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図-3　ウォーキングコースに望むこと
（複数回答）
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ウォーキングコースについて望むことを図-3に示す．

この設問は複数回答である．足に負担が少ない・歩道の

整備・自然の道などのウォーキングに適した舗装を望む

人が多い．これはあらゆるウォーキング実施年数につい

ていえる．アンケートの欄外コメントにおいても専用コ

ースや歩きやすい舗装を求める意見が多数あった．具体

的には，「土の散歩道がほしい」「アスファルト舗装をな

くしてほしい」「アスファルトよりやわらかい材質の舗装

にしてほしい」などの意見がよせられた．また，「騒音や

排気ガスを軽減してほしい」「自然を感じられるようなコ

ースづくりをしてほしい」「コンクリートの凸凹や土の道

の整備」など維持管理についての指摘もあった． 
3－2．ウォーキングの屋外運動施設について 

 ウォーキングの屋外運動施設がどの程度整備されてい

るのか把握するために，ウォーキングを行う場所を選ん

だ理由，その場所の舗装の種類について聞いてみた．そ

れぞれを図-4，図-5に地区別に示す．いずれの設問も複

数回答である．ウォーキングを行う場所を選んだ理由は

３地区ともに自宅から近いというのが多い．舗装の種類

おいても３地区ともにアスファルト舗装が多いという結

果が得られた．しかしながら，東葛飾地区のウォーキン

グの屋外運動施設はウォーキングコースが他の地区にく

らべ充実しており，アスファルト舗装以外のコースを利

用しているウォーカーが多い．また，君津地区・千葉地

区においても土の道を利用しているウォーカーも少なか

らずいるという結果が得られた． 

４．まとめ 
 アンケート調査の結果より，専用コースや歩きやすい

舗装を望むウォーカーは多く， そのようなコースは実際

図-4　ウォーキングを行う場所を選んだ理由
（複数回答）
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図-5　舗装の種類（複数回答）

0

20

40

60

80

100

120

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

芝
生 土

複
合

ジ
ョギ
ン
グ
コ
ー
ス

ゴ
ム

そ
の
他

人
数

君津地区

千葉地区

東葛飾地区

に多く利用されているということがわかった．しかしな

がら，大半のウォーキングの屋外運動施設は，ほとんど

硬いアスファルト舗装であり，そこを利用するウォーカ

ーが多数というのが現状である．ウォーキングの屋外運

動施設がウォーカーのニーズに対応しておらず，よりよ

いウォーキングの効果を得るためにもウォーキングの屋

外運動施設の整備をすることが重要である． 
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